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らに連続超薄切片より、 1 個 l 個の血小板全体を立体復構して精細に観察し、また血小板の大きさ、
微細野粒等についての計測をも行なった。本研究は各種の出血性素因とくに血小板病症について数枚
の血小板電顕像からその血小板が正常か異常かを判定しうるように、正常人血小板におけるvariationの
限界を見定め、また 1 個 l 個の血小板全体についての充分な知識を得ることを目的として行なったも
のである。
〔方法ならびに成績〕
シリコン塗布注射器で採血した血液 2 mRをカコジレート緩衝液 (PH7.4 ， 0.2M) で 3% に手柄尺した
グルタールアルデヒド溶液(以下 3%G液) 20mR中に直ちに投入、 10分間静置後1000回転10分間遠沈、
上清(血小板浮遊液)をとり、これを2500r . p . m10分間遠沈し、沈溢に新しい 3%G液を加え、 1
時間静置し前固定とした。ついで 1 %OS04液で、後固定し、脱水、 Epon包埋を行なった(以下全血固
定と呼ぶ)。このようにして固定した電顕像は従来の報告とは異なり、血小板は偽足様突起をほとんど
出さず、その切片は楕円形或は円形に近い形をとり細胞膜も平滑で、ある。単独切片像1174個の内、楕







で、 3 個は球状に近い形態を示した。血小板の体積はこの10 個について計測すると 4.5~17.3μ3である c
1958年Schulz は血小板に含まれる頼粒を 4 つに分類してα 、 β 、 Y 、 6 としたが、そのうちα頼粒は
立体的に観察すると球状のものと梓状のものと(長径が短径の 2 倍以上)とに分けることができた。
前者の大きさは平均、長径237mμ 、短径196mμ で厚さはほぼ短径に等しい O 後者は円筒形の頼粒で太












空胞には、一層の膜をもっ空胞の他に、 2 層の膜を有する空胞があることを認めた。 1 層の膜をも
っ空胞はときに後述する。小胞・小管系と連絡していることがある。小胞・小管系というのはわれわ



























また 1 個の血小板を端から端まで、切った連続切片像より 10個の血小板の完全な立体後構を行ない、
種々な計測を立体的に行なっており、従来γ頼粒と称せられた小胞は一つの小胞・小管系を形成して
いることをZ忍めた。
本論文は正常人血小板の微細構造を血管内での状態に近い形で立体的見地から検討したものである。
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